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(57)【要約】
【課題】製造上のばらつきを補償するため、透過率制御
機能を備えた照明装置を提供すること。
【解決手段】光源、波長変換器、透過調節器、及び回路
を有する照明装置を開示する。透過調節器は、光源と波
長変換器との間に光学的に結合され、波長変換器に入る
第１の光源からの光の量を制御する。他の実施形態とし
て、光源、第１及び第２の波長変換器、第１及び第２の
透過減衰器、並びに回路を有する照明装置を開示する。
照明器具の色度は、第１及び第２の透過減衰器によって
制御される。さらに別の実施形態として、開口部、光源
、第１の透過調節器、及び波長変換器を有する照明器具
を開示する。照明器具は、さらに別の波長変換器及びさ
らに別の透過調節器とともにさらに別の開口部を有する
場合がある。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光出力を生成するための照明装置であって、
　　基板と、
　　前記基板上に配置され、ソース波長帯域を有する放射線を放射するように構成された
光源と、
　　波長変換器に入る前記光源からの前記放射線のある量を、前記前記ソース波長帯域よ
りも広い第１の波長帯域を有する変換光に変換するための当該波長変換器と、
　　前記波長変換器に入る前記光源から放射された前記放射線が、透過調節器を通して実
質的に伝送されるようにするために、前記光源と前記波長変換器との間に形成された当該
透過調節器であって、透過率を有し、前記波長変換器に入る前記光源からの前記放射線の
量を制御するために、前記透過率が調節可能である、当該透過調節器と、
　　前記光源を駆動するように構成され、前記透過調節器の前記透過率を示す電気信号を
前記透過調節器に対して生成するように構成された回路と
　を含む照明装置。
【請求項２】
　前記光源及び前記波長変換器は、前記光源から放射された前記放射線の一部が前記波長
変換器を通して伝送されることなく外部的に伝送されるように配置される、請求項１に記
載の照明装置。
【請求項３】
　前記透過調節器は、前記第１の透過層と前記第２の透過層との間に挟まれている、請求
項１に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記第１の透過層と前記第２の透過層との間に挟まれた、前記透過調節器の周囲を取り
囲む周縁封止材をさらに含み、前記透過調節器は、前記周縁封止材、前記第１の透過層、
及び前記第２の透過層の間において実質的に封止される、請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記透過調節器は、前記周縁封止材、前記第１の透過層、及び前記第２の透過層の間に
形成された単一の一体型キャビティの中に形成される、請求項４に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記第１の透過層は、実質的に平坦な内側表面を備え、前記実質的に平坦な表面の約８
０パーセントを上回る部分が、前記単一の一体型キャビティに直接接触している、請求項
５に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記照明装置は、出力方向を有し、
　前記波長変換器は、前記出力方向に対して実質的に直交するように配置された変換器表
面を有し、
　前記透過調節器は、前記出力方向に対して実質的に直交するように配置された調節器表
面を有する、請求項１に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記変換器表面は、前記調節器表面とほぼ等しく、又は前記調節器表面よりも小さい、
請求項７に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記回路は、前記回路の電気信号が、前記透過調節器の透過率に線形に比例するように
、前記透過調節器を制御するように構成される、請求項１に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記透過調節器は、エレクトロ・クロミック・ゲル材料を含む、請求項１に記載の照明
装置。
【請求項１１】
　光出力を生成するための照明装置であって、
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　　ソース波長帯域を有する光を放射するように構成された光源と、
　　前記光を、前記ソース波長帯域よりも広い第１の波長帯域を有する第１の変換光に変
換するように構成された第１の波長変換器と、
　　前記光を、前記ソース波長帯域よりも広い第２の波長帯域を有する第２の変換光に変
換するように構成された第２の波長変換器と、
　　前記光源に光学的に結合され、前記第１の波長変換器に入る前記光源からの光の第１
の量を制御するための第１の透過減衰器と、
　　前記光源に光学的に結合され、前記第２の波長変換器に入る前記光源からの光の第２
の量を制御するための第２の透過減衰器と
　を含む、照明装置。
【請求項１２】
　前記第１及び第２の透過減衰器に電気的に結合された回路をさらに含む、請求項１１に
記載の照明装置。
【請求項１３】
　前記回路は、前記第１及び第２の透過減衰器をそれぞれ通過する光の前記第１及び第２
の量を調節することにより、前記光出力の色度を調節するように構成される、請求項１２
に記載の照明装置。
【請求項１４】
　前記第１の透過減衰器と第２の透過減衰器を実質的に分離するアイソレータをさらに含
む、請求項１１に記載の照明装置。
【請求項１５】
　前記第１及び第２の透過減衰器が間に配置された第１及び第２の透過層と、
　前記第１及び第２の透過減衰器の周囲を取り囲む封止材であって、前記第１及び第２の
透過減衰器が、当該封止材、前記第１の透過層、及び前記第２の透過層の間において実質
的に封止されるようにする当該封止材と
　をさらに含む、請求項１１に記載の照明装置。
【請求項１６】
　前記第１の透過減衰器に電気的に結合され、前記第１の透過減衰器の透過率を制御する
第１の減衰器制御回路と、
　前記第２の透過減衰器に電気的に結合され、前記第２の透過減衰器の透過率を制御する
第２の減衰器制御回路と
　をさらに含む、請求項１１に記載の照明装置。
【請求項１７】
　出力方向に向けて光出力を生成するための照明器具であって、
　　本体と、
　　ソース波長帯域を有する光を放射するように構成された光源と、
　　前記光源に近接して配置された前記本体の第１の開口部であって、前記光源からの光
が当該第１の開口部を通して前記出力方向に向けて伝送されることを可能にする当該第１
の開口部と、
　　前記第１の波長変換器に入る前記光源からの前記光のある量を前記ソース波長帯域よ
りも広い第１の波長帯域を有する第１の変換光に変換するように構成された第１の波長変
換器であって、第１の開口部の少なくとも１つの実質的部分を出る光が、当該第１の波長
変換器を通して伝送されるようにするために、前記第１の開口部の少なくとも１つの実質
的部分を覆うように構成された当該第１の波長変換器と、
　　前記光源に光学的に結合され、前記第１の波長変換器に入る前記光源からの光の量を
制御する第１の透過調節器と
　を含む照明器具。
【請求項１８】
　前記光の別の量を、前記ソース波長帯域よりも広い第２の波長帯域を有する第２の変換
光に変換するように構成された第２の波長変換器と、
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　前記光源に光学的に結合され、前記第２の波長変換器に入る前記光源からの前記光の前
記別の量を制御する第２の透過調節器と
　をさらに含む、請求項１７に記載の照明器具。
【請求項１９】
　前記第２の波長変換器は、前記第１の波長変換器に隣接する前記開口部の少なくとも１
つの別の部分を覆うように形成される、請求項１８に記載の照明器具。
【請求項２０】
　第２の開口部をさらに含み、前記第２の波長変換器は、前記第２の開口部を出る光が前
記第２の波長変換器を通して伝送されるように、前記第２の開口部の少なくとも１つの実
質的部分を覆うように構成される、請求項１８に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置に関し、特に、透過制御を備えた照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオード（以下、ＬＥＤと呼ぶ）は、今日、最も一般的な発光装置の一つである
。最近数年において、１ワット当たりのルーメンで定義されるＬＥＤの発光効率は、１ワ
ット当たり２０ルーメン（白熱灯バルブの発光効率にほぼ等しい）から１ワット当たり４
００を上回るルーメン（この値は、蛍光灯の発光効率である１ワット当たり６０ルーメン
を大きく上回る）まで、大幅に増大している。換言すれば、一定量の光出力を得るために
、ＬＥＤは、蛍光灯に比べて、約六分の一の電力しか消費せず、白熱灯バルブに比べて、
ほとんど無視できる電力しか消費しない。したがって、ＬＥＤを有する照明器具が、白熱
灯バルブや蛍光管に取って替わっていることは、今日、驚くに当たらない。新たな用語「
ソリッドステート照明」が作られた。この用語「ソリッドステート照明」は、従来の光源
ではなく、ＬＥＤのような、半導体発光ダイオードを使用するタイプの照明を意味する。
【０００３】
　ソリッドステート照明の分野において、大半の光源は、白色光である。ソリッドステー
ト照明において使用される白色光源は、色温度によってさらに分類される場合がある。光
源の色温度は、「より暖かい」（より黄色／琥珀色に近い）光から「より冷たい」（より
青色に近い）光までのスケール上での、特定の光源の相対的な色の見え方を意味する。色
温度は一般に、ケルビン、又はＫで与えられる。５０００Ｋを上回る色温度は、寒色（青
みがかった白）と呼ばれるのに対し、比較的低い色温度（２７００～３０００Ｋ）は、暖
色（黄色がかった白から赤）と呼ばれる。
【０００４】
　しかしながら、ＬＥＤからなる白色ソリッドステート光源は、製造プロセスにおける変
動に起因したプロセス変動その他の影響を受けやすい場合がある。多くの環境において、
白色光源は、光源ダイ上に直接コーティングされた蛍光体を有する種々のパッケージ化さ
れたＬＥＤである。蛍光体層は通常、前もって混合され、一定のサイズ及び堆積を有しな
い場合がある。さらに、同じパッケージ内において光源上に直接コーティングされる蛍光
体は、光源ダイの電源がオンにされたときに、高温の影響を受けやすい場合がある。上で
述べた理由及び幾つかの他のプロセスに関連する問題から、パッケージ化されたＬＥＤか
らなる白色光ソリッドステート光源の色度（color point）を制御することは難しく、従
って、プロセス変動は非常に大きい場合がある。ＬＥＤの色度は、同じ器具及び同じ材料
を使用した場合でも、実質的に変動する場合がある。変動の大きさは、同じ器具を使用し
て同時に製造された製品が、色度又は輝度の観点から異なるものとして認識される大きさ
である場合がある。
【０００５】
　一般に、プロセス変動問題の一つの解決策は、種々の製品を、ＬＥＤの色温度及び輝度
にしたがってビニング（グループ分け）し、類似の輝度及び色温度を有する製品が一つに
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区分され、各々一つの照明器具に組み込まれるようにすることである。ビニングプロセス
は、特に製造変動が非常に大きいときに、大きな製造歩留まり損失を生じさせることがあ
る。照明器具製造業者の視点からすると、ビニングは望ましくない。暖かい白色照明器具
から冷たい白色照明器具まで広範な色温度の市場ニーズを満たすために、照明器具製造業
者は、大量の在庫を管理しなければならない場合がある。例えば、製造業者が１０個のカ
ラービンを使用する場合、製造業者は、ビニングを使用しない従来の製造方法に比べて、
最大で１０倍の在庫を保有しなければならない場合がある。ビニングプロセスは、費用効
率が良くなく、費用は、結局は、消費者に転嫁されることとなる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態において、本発明による光出力を生成するための照明装置は、基板と、前記
基板上に配置され、ソース波長帯域を有する放射線を放射するように構成された光源と、
波長変換器に入る前記光源からの前記放射線のある量を、前記前記ソース波長帯域よりも
広い第１の波長帯域を有する変換光に変換するための当該波長変換器と、前記波長変換器
に入る前記光源から放射された前記放射線が、透過調節器を通して実質的に伝送されるよ
うにするために、前記光源と前記波長変換器との間に形成された当該透過調節器であって
、透過率を有し、前記波長変換器に入る前記光源からの前記放射線の量を制御するために
、前記透過率が調節可能である、当該透過調節器と、前記光源を駆動するように構成され
、前記透過調節器の前記透過率を示す電気信号を前記透過調節器に対して生成するように
構成された回路とを含む。
【０００７】
　他の実施形態として、本発明による光出力を生成するための照明装置は、ソース波長帯
域を有する光を放射するように構成された光源と、前記光を、前記ソース波長帯域よりも
広い第１の波長帯域を有する第１の変換光に変換するように構成された第１の波長変換器
と、前記光を、前記ソース波長帯域よりも広い第２の波長帯域を有する第２の変換光に変
換するように構成された第２の波長変換器と、前記光源に光学的に結合され、前記第１の
波長変換器に入る前記光源からの光の第１の量を制御するための第１の透過減衰器と、前
記光源に光学的に結合され、前記第２の波長変換器に入る前記光源からの光の第２の量を
制御するための第２の透過減衰器とを含む。
【０００８】
　さらに別の実施形態として、本発明による出力方向に向けて光出力を生成するための照
明器具は、本体と、ソース波長帯域を有する光を放射するように構成された光源と、前記
光源に近接して配置された前記本体の第１の開口部であって、前記光源からの光が当該第
１の開口部を通して前記出力方向に向けて伝送されることを可能にする当該第１の開口部
と、前記第１の波長変換器に入る前記光源からの前記光のある量を前記ソース波長帯域よ
りも広い第１の波長帯域を有する第１の変換光に変換するように構成された第１の波長変
換器であって、第１の開口部の少なくとも１つの実質的部分を出る光が、当該第１の波長
変換器を通して伝送されるようにするために、前記第１の開口部の少なくとも１つの実質
的部分を覆うように構成された当該第１の波長変換器と、前記光源に光学的に結合され、
前記第１の波長変換器に入る前記光源からの光の量を制御する第１の透過調節器とを含む
。
【０００９】
　種々の例示的実施形態を、制限の目的でなく、例示の目的で、種々の図面に示す。本明
細書の説明及び図面全体を通じて、類似の参照符号は、類似の要素を識別するために使用
される場合がある。図面は、理解を助けるための例示を目的とするものであり、実際の縮
尺どおりに描かれていない場合がある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】透過調節器を含む照明装置を示す例示的な図である。
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【図２】第１透過層と第２の透過層の間に挟まれた透過調節器を含む照明装置を示す例示
的な図である。
【図３Ａ】第１及び第２の透過減衰器を含む照明装置を示す例示的な図である。
【図３Ｂ】ソース波長及び変換波長のスペクトルを示すグラフである。
【図３Ｃ】図３Ａに示した回路のブロック図である。
【図３Ｄ】従来のパルス幅変調駆動信号と比較して、光源及び透過減衰器に結合される種
々の制御信号を示す図である。
【図４Ａ】第１及び第２の透過調節器にそれぞれ光学的に結合された第１及び第２の波長
変換器を有する照明器具を示す断面図である。
【図４Ｂ】図４Ａに示した照明器具の平面図である。
【図５Ａ】複数の開口部及び複数の波長変換器を有する照明器具を示す平面図である。
【図５Ｂ】ライン３－３に沿って切断して見たときの図５Ａに示した照明器具の断面図で
ある。
【図５Ｃ】ライン４－４に沿って切断して見たときの図５Ａに示した照明器具の断面図で
ある。
【図５Ｄ】ライン５－５に沿って切断して見たときの図５Ａに示した照明器具の断面図で
ある。
【図６Ａ】波長変換器によって覆われない少なくとも１つの開口部を有する照明器具を示
す平面図である。
【図６Ｂ】ライン６－６に沿って切断して見たときの図６Ａに示した照明器具を示す断面
図である。
【図６Ｃ】ライン７－７に沿って切断して見たときの図６Ａに示した照明器具を示す断面
図である。
【図６Ｄ】ライン８－８に沿って切断して見たときの図６Ａに示した照明器具を示す断面
図である。
【図７】照明装置の色度を制御する方法を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、光出力１９０を生成するための照明装置１００を示す例示的な図である。照明
装置１００は、基板１１０、光源１２０、透過調節器１３０、波長変換器１６０、及び回
路１７０を含む場合がある。基板１１０は、プリント回路基板（以下、「ＰＣＢ」と呼ぶ
）であってもよいし、又は、光源１２０を受容するためのリードフレーム・キャステッド
構造であってもよい。一実施形態において、基板１１０は、照明装置１００の本体の一部
である場合がある。
【００１２】
　光源１２０は、パッケージ化されたＬＥＤであっても、基板１１０上にはんだ付けされ
たむき出しのＬＥＤダイであっても、又は、光を発するように構成されたいかなる他のデ
バイスであってもよい。用語「光」は、可視光と不可視光の両方を含む場合があり、制限
はしないが、紫外線、赤外線又は他の波長の任意の他の放射線のような任意の他の電磁放
射を含む場合がある。用語「光」は、特定タイプの電磁波のみとして狭く解釈される場合
があるが、本明細書においては、特定タイプの光又は放射線について説明した場合、特に
断りが無い限り、可能な全ての電磁波のバリエーションを考慮に入れなければならない。
例えば、用語「光」を考える場合、この語は、文字通りには、人の目に見える放射線を意
味するが、紫外線、赤外線、及び他の不可視放射線を含めなければならない。
【００１３】
　光源１２０は、基板１１０上に配置され、ソース波長帯域を有する放射線１９８、１９
９を放射するように構成される場合がある。例えば、一実施形態において、光源１２０は
、約３８０ｎｍ付近のソース波長帯域を有する放射線を放射するように構成された青色Ｌ
ＥＤである場合がある。他の実施形態において、光源１２０は、約３１０ｎｍを頂点とす
るソース波長帯域を有する紫外線を放射するように構成された紫外ダイである場合がある
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。さらに別の実施形態において、光源１２０は、約５２０ｎｍ付近のソース波長帯域を有
する放射線を放射するように構成された緑色ＬＥＤである場合がある。
【００１４】
　図１に示したブロック図の例示的な図において、「光源」１２０は、ブロックを使用し
て表されている。ブロックは、光源１２０の実際の数を表していない場合がある。１つ又
は２以上の光源１２０が、照明装置１００に存在する場合がある。さらに、２以上のタイ
プの光源１２０が存在する場合がある。例えば、一実施形態において、光源１２０は、少
なくとも１つのパッケージ化された青色ＬＥＤ、及び少なくとも１つの赤緑青（ＲＧＢ）
ＬＥＤを含む場合がある。光源１２０は、回路１７０からの駆動電流１７５により駆動さ
れる場合がある。このように、光源１２０は、回路１２０を使用して制御される場合があ
る。
【００１５】
　照明装置１００は、所定の出力方向１８０に向けて光出力１９０を生成するように構成
される場合がある。図１に示したように、基板１１０は、出力方向１８０を向いた内側表
面１０９をさらに備える場合がある。内側表面１０９は、光源１２０を受容するように構
成される場合があり、光を出力方向１８０に向けて反射するために、反射性を有する場合
がある。図１に示したように、光源１２０は、基板１１０の内側表面１０９上に配置され
る場合がある。
【００１６】
　透過調節器１３０は、光源１２０からの光が透過調節器１２０に入る前に混合されるこ
とを可能にするために、光源１２０の隣に、ただし光源１２０から距離を空けて配置され
る場合がある。透過調節器１３０は、吸収光のような、光を調節するように構成される場
合があり、吸収光は、特定方向に偏光され、偏光を生成する場合がある。例えば、透過調
節器１３０は、第１の偏光方向１８２に偏光された光を生成するように構成された第１の
調節器層１３０ａ、及び第２の偏光方向１８４に偏光された光を生成するように構成され
た第２の調節器層１３０ｂを含む場合がある。第１及び第２の偏光方向１８２、１８４は
、回路１７０によって制御可能な場合がある。
【００１７】
　透過調節器１３０は、制御可能な、すなわち、調節可能な透過率を有する場合がある。
例えば、図１に示した実施形態において、第１の状態では、第１の調節器層１３０ａと第
２の調節器層１３０ｂが両方とも、実質的に類似方向に偏光された光を生成するように構
成されるため、透過調節器１３０は、実質的に透明である場合がある。換言すれば、第１
の状態では、第１及び第２の偏光方向１８２、１８４が、実質的に類似し、光を全て通過
させることができる。一実施形態において、透過調節器１３０は、第１の状態において、
約８０％から１００％までの間の透過率を有し、第１の状態において実質的に透明である
場合がある。
【００１８】
　第２の状態では、第１の調節器層１３０ａと第２の調節器層１３０ｂが、互いに実質的
に直交する偏光方向の光を生成するように構成されることから、透過調節器１３０は、実
質的に不透明である場合がある。換言すれば、第２の状態では、第１の偏光方向１８２が
、第２の偏光方向１８４に対して実質的に直交し、光放射を全て遮断する場合がある。一
実施形態において、透過調節器１３０は、第２の状態において、約０％から２０％までの
間の透過率を有し、実質的に不透明である場合がある。
【００１９】
　透過調節器１３０は、液晶材料、エレクトロ・クロミック・ゲル材料、又はある状態に
おいては光を遮断することができ、他の状態においては光を通過させることが可能な任意
の他の材料を含む場合がある。透過調節器１３０は、回路１７０からの電気信号１７７を
使用して制御される場合がある。さらに、回路１７０は、光源１２０を駆動するための駆
動電流１７５を提供するように構成される場合がある。一実施形態において、透過調節器
１３０の透過率は、回路１７０の電気信号１７７に実質的に線形に比例するように構成さ
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れる場合がある。換言すれば、回路１７０は、回路１７０の電気信号１７７が透過調節器
１３０の透過率に実質的に線形に比例するものとなるように、透過調節器１３０を制御す
るように構成される場合がある。
【００２０】
　図１に示したように、透過調節器１３０は、光源１２０から放射され波長変換器１６０
に入る放射線１９９が、透過調節器１３０を通して実質的に伝送されるようにするために
、光源１２０と波長変換器１６０との間に形成される場合がある。透過調節器１３０の透
過率は、回路１７０の電気信号１７７に従って調節可能な場合があるため、光源１２０か
ら波長変換器１６０に入る放射線１９９の量は、回路１７０を使用して制御される場合が
ある。
【００２１】
　図１に示したように、波長変換器１６０は、光源１２０からの光出力を受け取るために
、出力方向１８０に対して実質的に直交するように配置された変換器表面１６１を備える
場合がある。同様に、透過調節器１３０は、光源１２０からの光出力を受け取るために、
出力方向１８０に対して実質的に直交するように配置された調節器表面１３１を備える場
合がある。変換器表面１６１及び調節器表面１３１は、互いに実質的に平行に配置される
場合がある。一実施形態において、変換器表面１６１は、調節器表面１３１にほぼ等しい
場合があり、又は調節器表面１３１よりも小さい場合がある。この構成により、変換器表
面１６１に入る光は全て、調節器表面１３１にまず入射しなければならない場合があるた
め、波長変換器１６０に入る放射線１９９の量の制御が可能となる場合がある。
【００２２】
　光源１２０から放射された放射線が、所定のソース波長帯域を有する場合があることを
思い出して欲しい。波長変換器１６０は、波長変換器１６０に入る光源１２０からの放射
線１９９のある量を、ソース波長帯域よりも広い第１の波長帯域を有する変換光に変換す
るように構成される場合がある。例えば、波長変換器１６０は、光源１２０からの狭帯域
の青色光又は緑色光を、広いスペクトルの白色光に変換するための蛍光物質を含む場合が
ある。
【００２３】
　光源１２０から距離を空けて波長変換器１６０を配置し、それらの間に透過調節器１３
０を配置する波長変換器１６０の配置は、有利な場合がある。例えば、波長変換器１６０
は、熱を発生することがある光源１２０から距離を空けて配置され、従って、温度変化の
影響を受け難い場合がある。さらに、波長変換器１６０がパッケージ化されたＬＥＤの中
に形成される従来の方法に比べて、波長変換器１６０が、透過調節器１３０の表面上に、
又は透過調節器１３０のハウジング上に、より均一に形成される場合がある。さらに、こ
の構成によれば、波長変換器１６０に入る放射線１９９の量を、上で説明したように制御
することが可能となる。
【００２４】
　任意選択で、光源１２０からの放射線１９８の一部は、波長変換器１６０を通過するこ
となく、外部的に伝送される場合がある。この場合、光出力１９０は、放射線１９９から
の変換光と、波長変換器１６０の中を通ることなく外部的に伝送される場合がある光源１
２０から放射された放射線１９８の部分とを含む場合がある。例えば、一実施形態におい
て、波長変換器１６０を通過することなく外部的に伝送される放射線１９８は、青色光で
あるのに対し、ソース波長帯域よりも広い波長帯域に変換された放射線１９９は、白色光
である場合がある。この構成によれば、照明装置１００から外に伝送される白色光の量を
透過調節器１３０を使用して調節することにより、照明装置１００の色度を調節すること
ができる。
【００２５】
　図２は、出力方向２８０に向けて光出力２９０を生成するための照明装置２００を示す
例示的な図である。照明装置２００は、基板２１０、光源２２０、透過調節器２３０、第
１の透過層２４０、第２の透過層２４２、封止材（シール）２５２、波長変換器２６０、
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拡散器（ディフューザ）２６５、及び回路２７０を含む場合がある。照明装置２００は、
照明装置１００に類似しているが、照明装置２００は、少なくとも拡散器２６５、封止材
２５２、並びに、第１及び第２の透過層２４０、２４２を含む点で、照明装置１００とは
相違する。
【００２６】
　図２に示したように、透過調節器２３０は、第１の透過層２４０と第２の透過層２４２
との間に挟まれる場合がある。さらに、第２の透過層２４２は、透過調節器２３０と波長
変換器２６０との間に挟まれる場合がある。第１及び第２の透過層２４０、２４２並びに
透過調節器２３０の全体的構造は、波長変換器２６０と光源２２０との間に挟まれる場合
がある。換言すれば、波長調節器２６０及び光源２２０は、その間に第１の透過層２４０
、透過調節器２３０、及び第２の透過層２４２が配置されるように構成される場合がある
。この構成によれば、光源２２０からの光を、波長変換器２６０に入る前に、第１及び第
２の透過層２４０、２４２に入射させることができる。この構成は、回路２７０を使用し
て透過調節器２３０を調節することにより、波長変換器２６０に入る光の量を制御できる
ことから、有利な場合がある。
【００２７】
　第１及び第２の透過層２４０、２４２は、ガラス、若しくはＰＭＭＡとも呼ばれるポリ
メタクリル酸メチルのような熱可塑性物質、若しくは導光路を作るのに適したポリカーボ
ネートその他類似の物質からなる実質的に透明な導光路である場合がある。一実施形態に
おいて、第１及び第２の透過層２４０、２４２は、実質的に透明であり、約９５％を上回
る光をその中を通して伝送することが可能である場合がある。他の実施形態において、第
１及び第２の透過層２４０、２４２は、光を拡散させるように構成される場合があり、白
色に見えるが、約７５％を上回る透過率を有する場合がある。
【００２８】
　図２に示した実施形態において、透過調節器２３０は、液体形状、又は準液体形状であ
る場合がある。照明装置２００は、第１の透過層２４０と第２の透過層２４２との間に挟
まれる形で配置され、その間に、単一の一体型キャビティ２４４を画定する封止材２５２
を含む場合がある。透過調節器２３０は、封止材２５２、並びに第１及び第２の透過層２
４０、２４２の間の単一の一体型キャビティ２４４の中に形成される場合がある。図２に
示したように、周縁封止材２５２は、透過調節器２３０の周囲を取り囲むように構成され
、液体形状、又は準液体形状である場合がある透過調節器２３０を、固定された形態及び
形状で特定の位置に収容できるようにする場合がある。
【００２９】
　第１及び第２の透過層２４０、２４２は、照明装置２００の出力方向２８０に対して実
質的に直交する向きに平面状に延在する場合がある。図２に示したように、第１の透過層
２４０は、主表面２４１を有する。主表面２４１は、出力方向２８０に向かって進む相当
量の光を捕捉する実質的に平坦な内部表面２４１である場合がある。一実施形態において
、主表面２４１の約８０パーセントを上回る部分は、単一の一体型キャビティ２４４と直
接接触し、従って、第１の透過層２４０を通過する光の相当部分を捕捉する場合がある。
【００３０】
　第１の透過層２４０の主表面２４１は、透過調節器２３０の調節器表面２３１と直接接
触する場合がある。調節器表面２３１は、主表面２４１と約同じサイズ、又は主表面２４
１よりも僅かに小さい場合がある。図２に示した実施形態において、主表面２３１は、主
表面２４１の約９５％未満である場合がある。図２に示したサイズ選択は、透過調節器２
３０の調節器表面２３１の露出を最大限に確保しつつ、封止材２５２を受け入れる上で有
利な場合がある。
【００３１】
　波長変換器２６０は、第２の透過層２４２に隣接する実質的に薄い層として形成される
場合がある。図２に示した実施形態では、波長変換器２６０は、第２の透過層２４２上に
形成される場合があるため、波長変換器２６０は、第２の透過層２４２と直接接触する場
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合がある。この構成は、波長変換器２６０を第２の透過層２４２の上に均一に形成する上
で有利な場合がある。第２の透過層２４２は、実質的に平坦な場合があり、従って、第２
の透過層上への波長変換器２６０の薄い層の堆積は、平坦でないことがある他の構造への
波長変換器２６０の堆積に比べて、より制御しやすく、また、より簡単である場合がある
。
【００３２】
　一様な光出力２９０を得るために、拡散器２６５が、波長変換器２６０に隣接して形成
される場合がある。図１に示した実施形態に類似して、光出力２９０は、透過調節器２３
０及び波長変換器２６０を通して伝送された変換光部分２９９と、波長変換器２６０によ
り変換されることなく光源２２０から放射された非変換光部分２９８とを含む場合がある
。同様に、回路２７０は、実質的に一定の電流２７５により光源２２０を駆動するように
構成される場合があり、及び、透過調節器２３０の透過率を示す電気信号２７７を生成す
るように構成される場合がある。
【００３３】
　図３Ａは、光出力３９０を生成するための照明装置３００を示す例示的な図である。照
明装置３００は、基板３１０、光源３２０、第１の透過層３４０、第２の透過層３４２、
第１の透過減衰器３３０、第２の透過減衰器３３２、封止材３５２、アイソレータ３５０
、第１の波長変換器３６０、第２の波長変換器３６２、任意選択の拡散器３６５、及び回
路３７０を含む場合がある。照明装置３００は、照明装置２００と実質的に類似する場合
があるが、照明装置３００は、少なくとも２つの波長変換器３６０、３６２を含む点で、
照明装置２００とは相違する。照明装置３００は、出力方向３８０に向けて光を発する光
出力３９０を生成するように構成される場合がある。
【００３４】
　図３Ａ及び図３Ｂを参照すると、光源３２０は、光線３９８ａ及び光線３９９ａにより
示される光を放射するように構成される場合がある。光線３９８ａ、３９９ａは、有色の
狭帯域の光を有する特定色の可視光であってもよいし、あるいは、紫外線のような不可視
光であってもよい。光線３９８ａ及び光線３９９ａのスペクトルは、図３Ｂに示したグラ
フにそれぞれ、実質的に類似する場合がある。図３Ｂを参照すると、グラフは全て、スペ
クトル波長を横軸に示し、スペクトル強度（「Ｉ」）を縦軸に示している。図３Ａに示し
た実施形態において、光線３９８ａと光線３９９ａは、実質的に類似する場合がある。例
えば、光線３９８ａのスペクトルグラフ３９６ａは、波長λｐｋを頂点とし、最大強度Ｉ

１を有するソース波長帯域λｓｐを有する場合がある。同様に、光線３９９ａのスペクト
ルグラフ３９７ａは、光線３９８ａのスペクトルグラフ３９８ａと実質的に類似する場合
があり、波長λｐｋを頂点とし、最大強度Ｉ１を有するソース波長帯域λｓｐを有する場
合がある。
【００３５】
　光源３２０から発せられた光線３９８ａ、３９９ａは、材料光損失を有しない実質的に
透明な場合がある第１の透過層３４０を通して伝送される場合がある。第１及び第２の透
過減衰器３３０、３３２は、回路３７０に従って光強度を減衰させるように構成される場
合がある。換言すれば、第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２の各々は、制御可能な
、すなわち調節可能な透過率を有する場合がある。
【００３６】
　例えば、第１の透過減衰器３３０に入る前の光線３９８ａのスペクトルグラフ３９６ａ
を、第１の透過減衰器３３０を出た後の光線３９８ｂのスペクトルグラフ３９６ｂと比較
することで、光強度は、図３Ｂに示したように、Ｉ１からＩ２へと減少したことが分かる
場合がある。同様に、第２の透過減衰器３３２に入る前の光線３９９ａのスペクトルグラ
フ３９７ａを、第２の透過減衰器３３２を出る光線３９９ｂのスペクトルグラフ３９７ｂ
と比較することで、光強度は、Ｉ１からＩ３へと減少したことが分かる場合がある。回路
３７０は、第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２により減衰される光の量を制御する
ように構成される場合がある。ただし、スペクトルグラフ３９６ｂ及び３９７ｂは両方と
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も、波長帯域が、実質的に変更されることなくソース波長帯域λｓｐにとどまる場合があ
ることを示している。同様に、ピーク波長も、光源３２０から放射されたときの波長λｐ

ｋと実質的に同様に、とどまる場合がある。
【００３７】
　第１及び第２の波長変換器３６０、３６２は、光線３９８ｂ、３９９ｂを第１及び第２
の変換光３９８ｃ、３９９ｃにそれぞれ変換するように構成される場合がある。光変換の
際に、光線３９８ｂ、３９９ｂの波長帯域は、拡大される場合がある。例えば、図３Ｂに
示したような、変換後の第１の変換光３９８ｃのスペクトルグラフ３９６ｃを、変換前の
光線３９８ｂのスペクトルグラフ３９６ｂと比較することで、第１の変換光３９８ｃは、
ソース波長帯域λｓｐよりも広い第１の変換波長帯域λｓｐ１を有する場合があることが
分かる。また、第１の変換光３９８ｃは、第２のピーク波長λｐｋ１を有する場合がある
。
【００３８】
　同様に、変換後の第２の変換光３９９ｃのスペクトルグラフ３９７ｃを、変換前の光線
３９９ｂのスペクトルグラフ３９７ｂと比較することで、第２の変換光３９９ｃは、ソー
ス波長帯域λｓｐよりも実質的に広い第２の変換波長帯域幅λｓｐ２を有する場合がある
ことが分かる。第２の変換光３９９ｃは、第２のピーク波長λｐｋ２を有する場合があり
、第２のピーク波長λｐｋ２は、第１の変換光３９８ｃの第１のピーク波長λｐｋ１とは
非類似である場合がある。
【００３９】
　図３Ｂに示した実施形態において、第１及び第２の変換された波長帯域λｓｐ１、λｓ

ｐ２はそれぞれ、ソース波長帯域λｓｐより広い場合がある。第１及び第２の変換波長帯
域λｓｐ１、λｓｐ２は、非類似である場合がある。ただし、他の実施形態において、第
１及び第２の変換波長帯域λｓｐ１、λｓｐ２は、実質的に類似する場合がある。第１及
び第２の変換光３９８ｃ、３９９ｃのピーク強度は、図３Ｂに示したように、変換前のピ
ークに比べて低い場合がある。なぜなら、波長λｐｋにおいて光の一部が変換される場合
があるからである。
【００４０】
　要するに、第１の波長変換器３６０は、ソース波長帯域λｓｐを有する光源３２０から
の光線３９８ａを、ソース波長帯域λｓｐよりも広い第１の波長帯域λｓｐ１を有する第
１の変換光３９８ｃに変換するように構成される場合があるのに対し、第２の波長変換器
３６２は、ソース波長帯域λｓｐを有する光線３９９ａを、ソース波長帯域λｓｐよりも
広い第２の波長帯域λｓｐ２を有する光源３２０からの第２の変換光３９９ｃに変換する
ように構成される場合がある。
【００４１】
　同様に、第１の波長変換器３６０に入る光源３２０からの光線３９８ｂの第１の量を制
御するために、第１の透過減衰器３３０が、光源３２０に光学的に結合される場合がある
一方、第２の波長変換器３６２に入る光源３２０からの光線３９９ｂの第２の量を制御す
るために、第２の透過減衰器３２２が、光源３２０に光学的に結合される場合がある。第
１及び第２の透過減衰器３３０、３３２が個別に光を制御することを可能にするために、
アイソレータ３５０は、第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２を光学的に分離するよ
うに構成される場合がある。
【００４２】
　照明装置３００は、図２に示した照明装置２００と実質的に類似する場合があるが、照
明装置３００は少なくとも、単一タイプの波長変換器の代わりに、２つのタイプの第１及
び第２の波長変換器３６０、３６２を含む場合がある点で、照明装置２００とは相違する
。また、第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２は、光のスペクトル内用に変更を加え
ることなく、光を減衰させるように構成される場合がある。図３Ａに示した実施形態にお
いて、第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２は、エレクトロ・クロミック・ゲル材料
を含む場合がある。
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【００４３】
　第１及び第２の透過層３４０、３４２は、実質的に透明である場合がある。任意選択で
、第１及び第２の透過層３４０、３４２は、光を拡散させるように構成される場合がある
。照明装置３００の第１及び第２の透過層３４０、３４２は、その間に配置された第１及
び第２の透過減衰器３３０、３３２を有する場合がある。封止材３５２は、第１及び第２
の透過減衰器３３０、３３２の周囲を取り囲むように配置され、封止材３５２並びに第１
及び第２の透過層３４０、３４２の間において、第１及び第２の透過減衰器３３０、３３
２が実質的に封止されるように構成される場合がある。
【００４４】
　図３Ａを参照すると、第１の透過減衰器３３０は、第１の単一の一体型キャビティ３４
４の中に形成される場合がある。第１の単一の一体型キャビティ３４４は、第１及び第２
の透過層３４０、３４２、封止材３５２の一部、並びにアイソレータ３５０の一部によっ
て取り囲まれるように形成される場合がある。同様に、第２の透過減衰器３３２は、第２
の単一の一体型キャビティ３４６の中に形成される場合がある。第２の単一の一体型キャ
ビティ３４６は、第１及び第２の透過層３４０、３４２、封止材３５２の一部、並びにア
イソレータ３５０の一部によって取り囲まれるように形成される場合がある。また、図３
Ａから、アイソレータ３５０並びに第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２は、封止材
３５２によって取り囲まれ、かつ、第１の透過層３４０と第２の透過層３４２の間に挟ま
れる場合があることが見て取れる。
【００４５】
　図３Ａに示したように、第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２、並びに第１及び第
２の透過層３４０、３４２は、光源３２０から距離を空けて配置される場合がある。この
構成は、光を混合するための空間を確保する上で有利な場合がある。例えば、僅かに異な
るスペクトル出力を有する複数の光源３２０を有する例を考えた場合、空間３２５によれ
ば、第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２を通して伝送された光がより均一になるよ
うに、光を混合することが可能となる場合がある。均一度をさらに向上させるために、任
意選択の拡散器３６５が使用される場合がある。第１及び第２の波長変換器３６０、３６
２を出た第１及び第２の変換光３９８ｃ、３９９ｃが、照明装置３００の光出力３９０に
おいて拡散されるようにするために、拡散器３６５が、第１及び第２の波長変換器３６０
、３６２に光学的に結合される場合がある。
【００４６】
　照明装置３００を出る光が全て、第１及び第２の波長変換器３６０、３６２を通して伝
送されるようにするために、第１波長変換器３６０と第２の波長変換器３６２は、協働し
て、光出力３９０の全てを捕捉する場合がある。あるいは、先の実施形態と同様に、光源
３２０からの光の一部（図示せず）は、第１及び第２の波長変換器３６０、３６２を通過
することなく、外部的に放射され、照明装置３００の光出力３９０の一部を形成するよう
に構成される場合がある。光源３２０が、有色の狭帯域光を放射するように構成される実
施形態では、色は、外部から観察できる場合がある。ただし、光出力３９０の相当な部分
が、異なる色を有する比較的広い波長帯域を有する第１及び第２の変換光３９８ｃ、３９
９ｃを含む場合があることから、光出力３９０は、異なる色を有する場合がある。
【００４７】
　図３Ｃは、図３Ａに示した回路３７０のブロック図である。図３Ｃに示したように、回
路３７０は、電力変換器３７２、ＬＥＤ駆動回路３７４、第１の減衰器制御回路３７６、
及び第２の減衰器制御回路３７８を含む場合がある。回路３７０は、第１及び第２の透過
減衰器３３０、３３２、並びに光源３２０に、電気的に結合される場合がある。より詳し
くは、ＬＥＤ駆動回路３７４は、光源３２０を駆動するために、光源３２０に電気的に結
合される場合がある。ＬＥＤ駆動回路３７４は、実質的に一定の電流を提供するように構
成された定電流回路３７５を含む場合がある。第１及び第２の減衰制御回路３７６、３７
８は、第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２の透過率をそれぞれ制御するために、第
１及び第２の透過減衰器３３０、３３２に電気的に結合される場合がある。家庭用電源の
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交流電流を照明装置３００内の種々の電気部品のための直流電流電源に変換するために、
電力変換器３７２が、電源に結合される場合がある。
【００４８】
　図３Ｄは、従来のパルス幅変調駆動信号３９１に比較して、光源３２０並びに第１及び
第２の透過減衰器３３０、３３２に結合された種々の制御信号を示している。図３Ｄに示
したグラフの縦軸は、電流を示しているのに対し、横軸は、信号のタイミングを示してい
る。従来のパルス幅変調（以下、ＰＷＭと呼ぶ）の場合、変調駆動信号３９１は、周期時
間サイクルＴｐｗｍのうち時間Ｔｏｎの間だけオンにされる場合がある。必要とされる輝
度によっては、ターンオン時間Ｔｏｎは、周期時間サイクルＴｐｗｍにくらべて実質的に
短い場合がある。「ターンオン」、「ターンオフ」の効果は、コンピュータスクリーンや
カメラのような他の家庭用機器に、フリッカ（ちらつき）現象を引き起こすことがある。
【００４９】
　これに対し、図３に示した実施形態のＬＥＤ駆動回路３７４は、実質的に一定の電流Ｉ

ｆｉｘであってよい駆動信号３９２を使用する場合がある。初期段階において、駆動信号
３９２は、初期値から実質的に一定の電流Ｉｆｉｘまで遷移する場合がある。一実施形態
において、この実質的に一定の電流Ｉｆｉｘは、周囲の温度が０℃から４０℃まで大きく
変動した場合であっても、一定にとどまる場合がある。より具体的には、この実質的に一
定の電流Ｉｆｉｘの値は、初期値から約５％未満だけ変化する場合がある。ＬＥＤ駆動回
路３７４が、より高い精度の定電流回路３７５を備える他の実施形態では、この実質的に
一定の電流Ｉｆｉｘの値は、０℃から４０℃までの温度範囲内で約２％未満だけ変動する
場合がある。
【００５０】
　照明装置３００全体のより高い輝度が必要な場合、駆動信号３９２の一定駆動電流Ｉｆ

ｉｘは、より高い値に調節される場合がある。パルス幅変調（ＰＷＭ）が使用される場合
がある。一定量の輝度の場合、駆動信号３９２の実質的に一定の電流Ｉｆｉｘは、従来の
ＰＷＭスキームの変調駆動信号３９１のターンオン電流Ｉｐｗｍに比べて実質的に小さく
てもよい。その理由は、従来のＰＷＭスキームのターンオン電流Ｉｐｗｍは通常、図３Ｄ
に見られるように連続的にターンオンされるのではなく、短い時間の間だけターンオンさ
れるからである。
【００５１】
　第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２を通過する光は、第１の減衰器制御回路３７
６の制御信号３９３に従って調節される場合がある。例えば、回路３７０の制御信号３９
３は、第１の透過減衰器３３０の透過率に線形的に比例する場合がある。図３Ｄに示した
グラフでは、従来の照明装置（図示せず）の輝度を増加させるために、ターンオン時間Ｔ

ｏｎが、延長される場合がある。これは、グラフにおいて、第３及び第４のパルスにより
示されている。
【００５２】
　これに対し、図３Ｄに示した実施形態の場合、輝度は、制御信号３９３を増加させるこ
とにより増加する場合がある。その理由は、制御信号３９３を増加させると、第１及び第
２の透過減衰器３３０、３３２の透過率もまた増加し、それによって、より多くの光を外
部的に伝送することが可能となるからである。他の実施形態では、負の信号制御スキーム
が使用される場合がある。換言すれば、制御信号３９３が増加すると、第１及び第２の透
過減衰器３３０、３３２の透過率は、制御信号３９３に比例して減少する場合がある。
【００５３】
　図３Aを参照すると、照明装置３００は、２つの異なるタイプの波長変換器３６０、３
６２を含む場合がある。従って、第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２を個別に制御
することにより、第１及び第２の波長変換器３６０、３６２にそれぞれ入る光の量は、異
なるものとなる場合がある。その結果、異なるスペクトル内容を有する光出力３９０が達
成される場合がある。
【００５４】
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　第１の波長変換器３６０が、冷たい白色光を生成する黄色蛍光体であり、第２の波長変
換器３６２が、暖かい白色光を生成する赤色蛍光体である場合を考えて欲しい。回路３７
０の制御信号３９３を使用して第１及び第２の透過減衰器３３０、３３２を通過する光の
量を調節することにより、光出力３９０の色度は、調節される場合がある。例えば、第１
の透過減衰器３３０が、より多くの光を通過させることができるように構成され、第２の
透過減衰器３３２が、より多くの光を遮断するように構成されている場合、光出力３９０
の色度は、冷たい白色光の外観により類似する場合がある。これに対し、もし構成を逆転
させ、第２の透過減衰器３３２が、第１の透過減衰器３３０に比べて、より多くの光を通
過させることができる場合、光出力３９０は、暖かい白色の外観により類似する場合があ
る。この構成は、照明装置３００の色度を制御するための自由度を得る上で、有利な場合
がある。
【００５５】
　図４Aは、照明器具４００を示す断面図である。照明器具４００は、本体４１８、任意
選択の基板４１０、光源４２０、第１の透過層４４０、第２の透過層４４２、第１の透過
調節器４３０、第２の透過調節器４３２、封止材４５２、アイソレータ４５０、第１の波
長変換器４６０、第２の波長変換器４６２、オプションの拡散器４６５、及び回路４７０
を含む場合がある。照明器具４００は、出力方向４８０に向けて光出力４９０を生成する
ように構成される場合がある。拡散器４６５を除く、照明器具４００の平面図を、図４B
に示す。
【００５６】
　図４A及び図４Bには複数の光源が示されているが、他の実施形態において、照明器具４
００は、１つのパッケージ光源４２０のみを含む場合がある。光源４２０及び回路４７０
は、基板４１０に取り付けられる場合があり、次いで、本体４１８の一部に取り付けられ
る場合がある。あるいは、光源４２０及び回路４７０は、ケース４１８に直接取り付けら
れ、又は２つの異なるＰＣＢ（図示せず）を介して取り付けられる場合がある。本体４１
８は、照明器具４００の全コンポーネントを収容するためのケースであってもよい。本体
４１８の一方の側は、光出力使用のための開口部４１１を有する場合がある。開口部４１
１は、出力方向４８０に向かって配置される場合がある。拡散器４６５は、開口部４１１
を覆う場合がある。あるいは、拡散器４６５の代わりに、実質的に透明なカバー（図示せ
ず）を使用してもよい。開口部４１１に隣接して、開口部４１１と光源４２０との間に、
キャビティ４２５が形成される場合がある。
【００５７】
　先に開示した実施形態に類似して、光源４２０は、ソース波長帯域を有する光を放射す
るように構成される場合がある。本体４１８の開口部４１１は、光源４２０からの光が開
口部４１１を通して出力方向４８０に向けて伝送されることを可能にするために、光源４
２０に近接して配置される場合がある。第１の波長変換器４６０は、第１の波長変換器４
６０に入る光源４２０からの光のある量を、ソース波長帯域よりも広い第１の波長帯域を
有する第１の変換光に変換するように構成される場合がある。
【００５８】
　図４Ａ～図４Ｂに示した実施形態において、第１の波長変換器４６０は、第１の開口部
４１１の少なくとも１つの実質的部分を出る光が、第１の波長変換器３６０を通して伝送
されるように、第１の開口部４１１の少なくとも１つの実質的部分をカバーする一次波長
であってもよい。一実施形態において、光出力４９０は、第１の波長変換器４６０、すな
わち一次波長変換器を通して伝送される光の６０％を上回る部分を含む場合がある。第１
の波長変換器４６０に入る光源からの光の量を制御するために、第１の透過調節器４３０
が、光源４２０に光学的に結合される場合がある。第１の透過調節器４３０は、図１に示
した透過調節器１３０、又は図３Ａに示した第１の透過減衰器３３０と実質的に類似のも
のであってよい。
【００５９】
　さらに、第２の波長変換器４６２は、光の別の量をソース波長帯域よりも広い第２の波
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長帯域を有する第２の変換光に変換するように構成される場合がある。第２の波長変換器
４６２は、第１の波長変換器４６０に隣接して、第１の開口部４１１の少なくとも１つの
さらに別の部分を覆うように形成される場合がある。第２の波長変換器４６２に入る光源
４２０からの光の前記別の量を制御するために、第２の透過調節器４３２が、光源４２０
に光学的に結合される場合がある。図４Ａに示した第２の波長変換器４６２は、光出力４
９０の色度を調節するための二次波長変換器４６２であってもよい。実質的部分を覆う第
１の波長変換器４６０、及び第２のより小さい部分を覆う第２の波長変換器４６２からな
るこの構成は、第２の波長変換器４６２を色調節の目的に使用できるため、有利な場合が
ある。
【００６０】
　図４及び図４Ｂから見て取れるように、第２の波長変換器４６２は、第１の波長変換器
４６０の周囲を取り囲むように形成される場合がある。図４Ｂに示したように、第１及び
第２の波長変換器４６０、４６２は、実質的に同軸上に整列される場合がある。透過調節
器４３０、４３２は、第２の透過層４４２の他方の側において、第１及び第２の波長変換
器４６０、４６２に近接して配置され、第１及び第２の波長変換器４６０、４６２にそれ
ぞれ光学的に結合される場合がある。図４Ａに示したように、第１及び第２の波長変換器
４６０、４６２、並びに封止材４５２は、第１の透過層４４０と第２の透過層４４２との
間に挟まれる場合がある。
【００６１】
　光透過を個別に制御するために、第１の透過調節器４３０と第２の透過調節器４３２は
、アイソレータ４５０を使用して光学的に分離される場合がある。ただし、第１及び第２
の波長変換器４６０、４６２は、アイソレータ４５０なしに、互いに隣接して配置するこ
とができる。一実施形態において、第１及び第２の波長変換器４６０、４６２は、第２の
透過層４４２上に形成された、境界領域付近において互いに僅かに重なり合う薄膜層であ
ってもよい。
【００６２】
　先の実施形態において述べたように、第１及び第２の波長変換器４６０、４６２は、第
１及び第２の波長変換器４６０、４６２を通して伝送される光が第１及び第２の透過調節
器４３０、４３２を通して伝送される場合があるようにするために、第１及び第２の透過
調節器４３０、４３２よりも僅かに大きい場合がある。図４Ａに示したように、第１及び
第２の波長変換器４６０、４６２、第１及び第２の透過層４４０、４４２、並びに第１及
び第２の透過調節器４３０、４３２は、光源４２０から放射された光を捕捉するために、
出力方向４８０に直交するように平面状に形成され、又は配置される場合がある。
【００６３】
　図５Ａは、複数の開口部５１１～５１３を有する照明器具５００を示す平面図である。
図５Ｂは、ライン３－３に沿って切断して見たときの照明器具５００の断面図であるのに
対し、図５Ｃ及び図５Ｄは、ライン４－４及びライン５－５に沿ってそれぞれ切断して見
たときの照明器具５００の断面図である。図５Ａ～図５Ｄを参照すると、照明器具５００
は、本体５１８、任意選択の基板５１０、光源５２０、第１の透過層５４０、第２の透過
層５４２、第１の透過調節器５３０、第２の透過調節器５３２、第３の透過調節器５３４
、封止材５５２、第１の波長変換器５６０、第２の波長変換器５６２、第３の波長変換器
５６４、透明カバー５６６、及び回路５７０を含む場合がある。照明器具５００は、出力
方向５８０に向けて光出力５９０を生成するように構成される場合がある。図５Ａに示し
た平面図は、透明カバー５６６を有する場合があるが、他の実施形態において、透明カバ
ー５６６は、光を拡散させるためのマイクロ光学系を含む場合がある。
【００６４】
　図５Ｂ～図５Ｄに示したキャビティ５２５は、相互接続される場合がある。複数の開口
部５１１～５１３が、キャビティ５２５に隣接して形成され、キャビティ５２５は、複数
の開口部５１１～５１３と光源５２０との間に挟まれるように形成される場合がある。照
明器具５００は、照明器具４００と実質的に類似する場合があるが、照明器具５００は、
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少なくとも、波長変換器５６０～５６４のうちの１つが、開口部５１１～５１３のうちの
１つに配置されることがある配置スキームを採用している点において、照明器具４００と
は相違する。キャビティ５２５は、光源５２０からの光を透過調節器５３０に入る前に混
合するための空間を提供するように構成される場合がある。
【００６５】
　さらに、第１の波長変換器４６０は、第１の開口部５１１を出る光が、第１の波長変換
器５６０を通して伝送されるようにするために、第１の開口部５１１の少なくとも１つの
実質的部分を覆うように構成される場合がある。同様に、第２の波長変換器５６２は、第
２の開口部５１２を出る光が、第２の波長変換器５６２を通して伝送されるようにするた
めに、第２の開口部５１２の少なくとも１つの実質的部分を覆うように構成され、第３の
波長変換器５６４は、第３の開口部５１３を出る光が、第３の波長変換器５６４を通して
伝送されるようにするために、第３の開口部５１３の少なくとも１つの実質的部分を覆う
ように構成される場合がある。
【００６６】
　先の実施形態に類似して、第１、第２、及び第３の波長変換器５６０、５６２、５６４
の各々は、光源５２０からの有色の狭帯域光をそれぞれ、より広帯域の光に変換するよう
に構成される場合がある。一実施形態において、より広帯域の光は、異なる色度を有する
白色光であってもよい。
【００６７】
　図６は、波長変換器６６０により覆われていない少なくとも１つの開口部６１３を有す
る照明器具６００を示す平面図である。図６Ｂは、ライン６－６に沿って切断して見たと
きの図６Ａに示した照明器具６００の断面図であり、図６Ｃ及び図６Ｄは、ライン７－７
及びライン８－８のそれぞれに沿って切断して見たときの図６Ａに示した照明器具６００
の断面図である。図６Ａ～図６Ｄを参照すると、照明器具６００は、本体６１８、任意選
択の基板６１０、複数の光源６２０～６２２、第１の透過層６４０、第２の透過層６４２
、第１の透過調節器６６０、第２の透過調節器６３２、封止材６５２、第１の波長変換器
６６０、第２の波長変換器６６２、透明カバー６６６、及び回路６７０を含む場合がある
。照明器具６００は、出力方向６８０に向けて光出力６９０を生成するように構成される
場合がある。
【００６８】
　照明器具６００は、図６Ａ～図６Ｄに示した照明器具６００と実質的に類似する場合が
あるが、照明器具６００は、少なくとも、２つの波長変換器６６０、６６２を含み、波長
変換を通すことなく光出力６９０を放射するために、透明カバー６６６に直接光学的に結
合された光源６２２を有する点で、相違する。さらに、各開口部６１１～６３はそれぞれ
、異なるタイプの光源６２０～６２２に結合される場合がある。例えば、第１の光源６２
０は、第１の開口部６１１に近接して第１のキャビティ６２５ａの中に配置される場合が
あり、第２の光源６２１は、第２の開口部６１２に近接して第２のキャビティ６２５ｂの
中に配置される場合があり、第３の光源６２２は、第３の開口部６１３に近接して第３の
開口部６２５ｃの中に配置される場合がある。第１、第２、及び第３のキャビティ６２５
ａ～６２５ｃは、不透明なことがある本体６１８の一部により光学的に分離される場合が
ある。
【００６９】
　一般に、第１及び第２の光源６２０、６２１は、有色の狭帯域光を放射するように構成
される場合がある。ただし、有色の狭帯域光は、波長変換器６６０、６６２によってそれ
ぞれ、より広い波長帯域の光に変換される場合がある。図６に示した実施形態において、
第１及び第２の光源６２０、６２１は、有色の狭帯域光を放射するように構成される場合
があり、有色の狭帯域光は、その後、広スペクトルの白色光に変換される場合がある。任
意選択で、１つのさらに別の光源６２３が、光を生成するために、第１のキャビティ６２
５ａの中に配置される場合がある。このさらに別の光源６２３からの光、及び第１の光源
６２０からの光は、第１の透過調節器６３０に入る前に、第１のキャビティ６２５ａの中
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【００７０】
　一方、第３の光源６２２は、赤色ＬＥＤダイ、緑色ＬＥＤダイ、及び青色ＬＥＤダイを
含む場合がある。従って、第３の光源６２２は、赤色、緑色、及び青色の光の量を比例さ
せることにより、白色光を放射するように構成される場合がある。あるいは、赤色、緑色
、及び青色の成分は、任意の色の光を生成するように調節される場合がある。光の各色成
分は、狭帯域光であってよく、広スペクトル光でなくてもよい。第３の光源６２２の輝度
は、供給電流を調節することにより調節される場合がある。任意選択で、第３の開口部６
１３を通して出力される光の量を制御するために、第３の開口部６１３を出る光を捕捉す
る第３の透過調節器（図示せず）が、形成される場合がある。
【００７１】
　図７は、照明装置の色度を制御する方法を示すフロー図である。ステップ７１０におい
て、ソース波長帯域を有する光源、第１の透過減衰器、第１の波長変換器、第２の透過減
衰器、第２の波長変換器、及び回路を設ける。回路は、第１及び第２の透過減衰器に電気
的に接続される場合がある。次に、ステップ７２０において、ソース波長帯域幅よりも広
い第１の波長帯域幅を有する第１の変換光を生成するために、光源と第１の波長変換器と
の間において、第１の透過減衰器が、光源に光学的に結合される場合がある。
【００７２】
　続いて、ステップ７３０において、ソース波長帯域よりも広い第２の波長帯域を有する
第２の変換光を生成するために、光源と第２の波長変換器との間において、第２の透過減
衰器が、光源に光学的に結合される場合がある。次に、本方法は、ステップ７４０へ進み
、そこで、照明装置の色度を制御するための回路を使用して、第１及び第２の透過減衰器
の透過率を調節する場合がある。
【００７３】
　種々の態様、実施形態、又は実施態様は、必須ではないが、次の利点のうちの１以上を
生み出す場合がある。例えば、波長変換器、透過調節器、及び透過減衰器について選択さ
れた構成及びサイズは、波長変換器により変換される光の制御を可能にする上で有利な場
合がある。使用されるスペクトル変換材料の量及びタイプが、演色評価数を増加させると
いう、他の利点がある場合がある。同様に、有色の狭帯域光を使用して光出力の一部を形
成することを可能にすることで、演色評価数が増加する場合がある。
【００７４】
　本発明の特定の種々の実施形態について上で図示説明したが、本発明は、図示説明した
如何なる特定の形態又は構成にも制限されるべきではない。例えば、上で説明した光源は
、ＬＥＤダイであってもよいし、本発明の思想から外れることなく、現在既知の又は今後
開発される将来の光源であってもよい。同様に、各実施形態において、特定の特徴が説明
されているが、ある実施形態において説明した特徴は、他の実施形態にも適用可能である
。本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲、及びその均等により規定されるべきである。
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